
恵庭市 

両親教室 

●北海道文教大学助産師による講話  

「わが家に赤ちゃんがやってくる！～父親にできることって何！？」 

●赤ちゃんのお世話実習 

 お風呂 抱っこ 着替え おむつ交換 抱っこ紐体験 

●妊婦体験ジャケットによるパパの妊婦疑似体験 

●恵庭市子育て情報 

恵庭市 

両親教室 

恵庭市子ども未来部 えにわっこ応援センター 
 

〈問い合わせ先〉 

【住所】〒061-1498 恵庭市京町 1 番地（恵庭市役所⑪窓口） 

【電話】 0123-33-3131（代表） 

     直通 0123-29-5826 / 0123-29-6136 

     ※月～金 8：45～17：15 









 

 

赤ちゃんのお世話実習 

お風呂 着替え 抱っこ おむつ交換 

赤ちゃんの

お風呂① 

4.すべて準備ができたら赤ちゃんの服とオムツを脱がせます。赤ちゃんの首からお腹

に沐浴布をかけてあげましょう。首がぐらぐらしないようにしっかり支え、もう片方の手

を赤ちゃんの足の間に入れてお尻を支えます。 

5.首とお尻をしっかり支えて足元からゆっくりお湯に入れます。 
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8．次に目の外側から内側へなぞるようにそっと拭きます。目やにが固まって

いるときは、一度拭いてしばらくしてふやけたらもう一度その部分だけ拭き

取ります。 
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最後は必ず、かけ湯をして、石鹸成分が残らない様にしっから洗いましょう 

最後は、たっぷりと保湿剤を塗り、素早く服を着せます。 
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ベビーバスを使わない、シャワーだけの 

お風呂について紹介します。 

1.道具を準備します 

シャワーマット、ベビーソープ 

＊シャワーマットは、どのような物でも良いですが、首すわり前は、ス

ポンジタイプの柔らかいマットがお勧めです。 

 

★シャワー浴を行う場所は、浴室・洗面台・台所シンクなどお湯が

出て、マットがおける所であればできます。 
 

2.最初に頭を洗います。  

頭にベビーソープをつけます。ベビーソープの

泡で手のひらや親指を使い、しっかりと汚れを

落とします。 

その後、お湯で十分洗い流します。 
 

★泡は手のひらを逆さにしても落ちないくらい

のきめ細やかい泡にします。 

3.顔を洗います。 

顔全体にベビーソープをつけます。 全体を

泡で優しく洗顔します。 

（額や口元も念入りに洗います。） 

４.顔につけた泡をすすぎます。  

顔にお湯をかけて十分にすすぎます。 

（赤ちゃんを少し前かがみにすると、お湯を飲む心配はあり

ません。）  

赤ちゃんの

お風呂② 
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5.身体を洗います。 

身体全体にベビーソープ

をつけます。  

 体を泡で包むように、手

で洗います。 

背中側もしっかりと洗い

ます。 
 

6.全身を十分にすすぎます。  

シャワーを使い、ベビーソープ

が残らない様にしっかりとすす

ぎます。 

赤ちゃんのスキンケアについて 

☆赤ちゃんのスキンケアは、しっかりと洗うこと+保湿剤を塗ることが大切です。 

・肌を洗い清潔に保ち、保湿剤を塗って肌のバリア機能を保つことが皮膚トラブルを防ぐこ

とに繋がります。 

・朝の着替え、お風呂後の 1 日 2 回の保湿ケアが理想的です。 

・お風呂後は、素早く保湿ケアをします。 

ほほ 

手のひらに均一に広

げ、顔全体を包み込む

ように優しく塗ります。 

目の下は親指の腹

で中心から外に向か

って塗ります。 

口周りは、指の腹でく

るくる伸ばし、重ね塗

りします。 

目まわり 口まわり 

耳は傷つきやすい

ので、付け根もしっ

かり塗ります。 

首のしわを伸ばし

て、塗ります。 

耳の付け根 首 

500 円玉くらいの大きさの保湿剤を手に取り、胸からお腹に向か

って優しく伸ばします。 

首からお尻に向かっても同様にします。おしりもしっかり塗ります。 

腕や足は、付け根から指先に向かって塗ります。手の甲や関節、手の

ひらも忘れずにぬりましょう。わきの下、指股、股や足首のくびれにも広

げて塗ります。 

胸・お腹・背中・おしり 手・腕・足 

保湿剤の塗り方手順 

赤ちゃんのスキンケアについて 
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 赤ちゃんの抱っこ 

①あごはひき、背中はゆるやかに丸くなる 

②手は曲げて内に入れ、膝はおしりより高く、足はあぐらの形 

③赤ちゃん胴体がねじれていない。上から見て、鼻とおへそを結んだ 

ラインがまっすぐ一直線上にある 

姿
勢
 
 
 
 
  

首がすわる前の抱っこは基本、横抱きです。赤ちゃんの頭は体重 1/2～1/3 の重さがあり、首が

すわる前に縦抱きにすると不安定な頭を支えようと身体をかためてしまうからです。 

抱っこひものポイントについては下記サイトも参考にしてみてください。 

日本ベビーウェアリング協会ホームページ 
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おむつ交換 

み、ふくらはぎを持つようにし、 
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